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Ⅲ. 結果 

１．A 児の発達支援：A 児は、運動、認知・言語、音楽、お

やつ活動、家庭課題、保育園でのコンサルテーションを通

して、着実に発達して行った。特に家庭でのお手伝い活動

を始点・基点とし、様々な活動のフォーマット・スクリプ

トを習得し、そこでの伝達意図理解、意図伝達、言語の意

味理解・表現、自己理解が進んでいった（Nagasaki,2016;
長崎・鈴木,2017a,b)。 
２．学生の学び：3 年生 7 人、4 年制 8 人の年度末の振り返

りの記述の分析から、以下が示された。 
１）3 年生：臨床 1 年目の 3 年生では、アセスメントや指

導方法についての「支援スキル」の学びの中カテゴリーに

含まれる項目が 43%みられ、「A 児の障害特性」について

のネガティブ・ポジティブ面からの気づきが 28%みられた。

一方、事前に持っていた障害児はかわいそうで、助けてあ

げなくてはならないなどの「障害児観」が覆されたといっ

た「障害児観の変化」の記述が 29%に見られた。 
２）4 年生：臨床を 2 年間経験した 4 年生では、3 年生と

同様な、「支援スキル」「A 児の特性」の学びの記述に加え、

2 年間の対象児の成長を目の当たりに見ることで、「ゆっく

りで、特性があるけれど、ひとりの子ども」であることを

実感し、人間観や社会観が大きく変わった、今後の社会の

在り方への提言などの「人間観、社会観、価値観の変化」

についての学びが 20%見られた。また、そのことにいよっ

て、自分自身の成長を感じることができた、子どもに会う

ことが楽しみな自分を感じることができたなど「自己の成 
長」についての記述が、18%見られた。その他、学びが大

人の関わり方によって、子どもの行動が異なることの実感

が持てたといった学びも多く言及された。 
Ⅳ. 考察 

月 2 回、1 回 4 時間程度のトレーニング・プログラムを

3 年生は年 15 回、4 年生は 2 年間に 30 回受けることによ

って、３年生では発達各領域のアセスメントや支援スキル

の修得だけでなく、障害や特性はあるが、「ひとりの子ども」

なのだという、スペクタルで多様性を持った子ども観、障

害観の変化を学んでいた。また、４年生では保育実習や就

活等の経験も加わって、3 年生での学びに加え、大きな枠

組で、障害者の生きる現代社会全体の在り方を捉える力、

また自分自身をメタ的に捉える力も育っていったといえる

(Fig.3)。このような人間観・障害観・社会観への気づきを

学生が持てたことは大きな意義があると考えられる。新た

な学びの人間観・社会観は福祉・教育分野にとどまらず、

一般企業で働く学生の場合にも障害者への理解と支援に貢

献するものと考え

られる。またコス

ト・パフォーマン

スの観点からも効

果的な教育である

と考えられる。
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Table 1  4 年生 X さんの記述                  

Fig.2 ４年生：臨床活動で私が学んだこと 
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